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材鑑調査室において収集した材鑑のうち,整乱 調査を終わったものから順次組織的性質などを報告して

ものである｡

配列の順はスリランカ当局のリストに準拠したもので,はば属のアルファベットに従っている｡各樹種の

フレパラ-トによって観察した組織学的な性質などとともに,それぞれの材の材面の原色写真および断面の

顕微鏡写真 (×40)を掲載した｡材鑑は各樹種 1個あてしかないが,組織的特徴やその他の事項は,手許に

ある文献の記載とよく一致している｡したがって参考になる事項はなるべく採用することにした｡すなわ

ち,学名については同義語のあるときほ併記した｡通俗名についてはまず当局 リス トにあったものを,つい

で文献7)によるものを記した｡(S)とあるのほ Sinhala語,(T)とあるのほTamil語,(E)は英語であ

る｡また比重に関しては文献による差異がかなりあるので,それらの値をすべて連記した｡なおここに記載

した樹種はいずれも広葉樹の散孔材であるので 各樹種別記載のところでは省略してある｡道管径は接線方

向の最大径を記した｡それは放射方向の径は一般には接線方向のそれより大きいことが多いが,複合したと

きの値が不定であるからである｡

スリランカはインド半島の東南にある島で,面闘ま65,00LJkm2,北海道よりやや小さい｡周囲の海岸から

中央山地に向かって高くなっている｡CeylonEbony,Satinwoodなど往時は市場を賑わした材もあるが,

現状からみれば木材の輸出はそれほど考えられない｡しかし31種にのぼる貴重なスリランカ産の材鑑を提供

していただいたのでここに報告し, あわせて TheSriLallka ForestDe.i)artmentの御好意に謝意を表

します｡

I.AlseodaphnesemlcarpifollaNEES. LAURACEAE

Syn.Pe7･SeaSelnlcarplfoliaNEES.

Wewardni,Wewarana(S,).Ranai(T,l

スリランカ北東部の乾燥地,インド東部に分布｡高木｡樹皮は帯黄褐色で厚く,縦にしわがある｡辺･心
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材の差があり,心材は黄褐色ないし縁を帯びた黄褐色で濃色の条がある｡時間の経過とともに濃さを増す｡

木理通直,肌日は精で均-一｡比重は0.59-0.85,0.75,0.78,0.84,1.01,1.06｡鋸断 ･加工容易｡研削

性も良好で平滑面が得られる｡シロアリに耐性があり,屋外での耐久性もかなり高い｡

道管径は 150〃m と中くらいの大きさで,′分布数は平均 29/mm2とあまり多くない｡孤立もあるが2

-4個が放射方向に複合することが多い｡単穿孔｡チロースが多い｡道管と放射組織との間の壁孔は大き

く,横長の傾向にある｡柔組織は周囲状と散在状とあり,大きい油細胞になることがある｡結晶はない｡放

射組織は異性,(1)2-3細胞幅で細かく明瞭でない｡

用途 :建築,檎,枕木,船,家具｡

2.ArtocarpuslntegraMERR. MORACEAE

Syn.A heterophutlaLAM.

Kos,Kos(S),Pila(T),Jak (E)

暖地に天然分布｡植栽もされている｡インド東部では 1,200m 以下に分布｡ビルマでも植栽｡常緑高木,

樹高20-30m,直径0.り～1.5m｡樹皮は厚く黒い｡老木では深い裂目｡辺材は青白～灰白色,心材は淡黄～

董褐～金褐色で空気に曝すと黒くなる｡

木理通直～交錯,肌目やや粗｡比重0.52-0.75,0.54-0.78,0.58-0.67,0.69-0.76｡鋸断 ･加工 ･乾

燥容易｡仕上良好｡中庸の硬さで､研磨するとマホガニー様になる貴重材｡辺材は軟弱であるが,心材は地

中でも耐久性がある｡

道管径は 200〃m と大きく,分布数は 3-4/mm2と少ない｡ ほとんど孤立しているが, ときに2個複

合する｡単穿孔｡チロースがある｡素材では道管中に白色物質が認められるが,顕微鏡用切片にするとほと

んど消失する｡放射組織との間の壁孔は円形のほかいろいろの形をしている｡柔組織は翼状から連合翼状に

なる｡肉眼でも木口面で見られる｡散在状柔細胞は目立たない｡放射組織は異性で1-5列であるが,列数

の多いものがほとんどである｡結晶はない｡乳液を出すというが写真では見られない｡

用途 :耐久性の必要な用途,造船,家屋,家具,キャビネット,楽器o

3.ArtocarpzLSnObllisTHW. MORACEAE

Syn.A pzLbescensMoUN.

Bedi-i)el,BedidelorWaldel(S),AsiniPila(T)

スリランカでは 600m 以下の多雨低地林,インド東部に分布｡常緑高木,樹高 17m,周囲 4m になる｡

辺材は灰白～縁白色,心材は新らしい面で淡黄色,時間が経過すると淡裾から濃褐色に変化する｡

木理通直ないし交錯,肌日粗｡比重0.58-0.67,0.8,0.81｡ 鋸断 ･加工 ･乾燥容易｡中庸の硬さで仕上

良好｡心材は耐久性がある｡

道管の最大径 260FLm.分布数は平均 2/mm2と少ない｡ほとんど孤立でときに5個も複合することがあ

る｡放射組織との間の壁孔は小さい｡道管壁では交互配列｡単穿孔｡チロースがある｡素材では白色物質を

充満したものがある｡ 柔細胞は連合翼状になる｡ 散在状もあるが顕著でない｡放射組織は異性で(1)2-5

列｡内容物,結晶はない｡

用途 :合板,一般家具,キャビネット,中空の材はカヌー,家屋建築,船舶｡種子は食用｡

4.BerruacordlfoliaBURRET. TILIACEAE

Syn.B.ammOnillaRoxB.

Hal-illa.,Hal-illa(S),Chavandalai(T),Trincomaleewood(E)

代表的樹種｡スリランカの乾燥地,ときに群生｡すでに多く伐採され,高木を見出すのは困難｡インド東

南部,ビルマでは 1,000m以下,マレー半島,フィリピン,オーストラリア熱帯地域｡高木,樹高 6-12m,
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再径 31)～75cm｡樹皮は薄 く平滑で青白色｡辺 ･心材の差は明らかで,辺材は黄～淡褐色,心材は濃紅褐～

濃褐色,濃い条が板目面に特色｡新らしい材面で特徴的な高級アルコ一一ルの臭気がする｡

比箪0.82,0.81,0.88,().93,0.96,0.96｡ きわめて硬 く,鋸断困難｡加｣二･割裂容易で仕上良好｡鈍削面

で重く,きわめて耐久性がある｡保存処理容易｡鉄をさびさせない｡海虫の食害がない｡

道管径 13りlJm で中 くらい,分布数 28/mm2,孤立のものと2-5個複合するものとある｡単穿孔でチ

p-スがある｡放射組織との問の壁孔は縦長｡柔細胞は周軋 接線,,/j一 三ナルに分布する｡放射組織は異

性で2-3細胞rfJ乱 而立細胞にシュウ酸石灰の結晶がある｡本歌経や道管要素とともに層階状配列をする｡

用途 :硬さや弾性の必要なところに用いられる｡ 高級構築物,農共,工其の帆 シャトル, ボビン,曲

木,銃床,彫刻, ロクロ細工,船舶,荷馬申｡

5.CaralllabrachlataMF,RR. RHIZOPHORACEAIT,

Syn.C.lucidaRoxr･.

Dawata.Dawata (SJ

多雨低地乱 蓄積は少ない｡インド東部,て レ一一シア, フィリピン｡常緑の低木～中高木｡気取を,Ltlす｡

樹皮は濃灰色｡辺材は勘 ヨ,淡紅,黄紅色｡心材はは じめ淡紅のちに赤色を帯びた黄褐ないし淡赤褐色にな

る｡柾 目面で大きい放射組織が美しい杢を現わす｡絹糸光沢がある｡

木理通頑ないしやや交錯,)]jL目やや糊 ｡比重0.67-0.88,0,7ニト0.79,0.76,0.79,0.8ト 0.87｡重 くて
硬い｡錐断 ･細別容易｡ しか しきわめて平滑な面を得るのは困難｡乾燥は反ることなく容易｡ときに割れる

ことがある｡耐久性は低い｡

道管は大きく 280!Jtm,分布数 4/mm2 と少ない｡孤立と2(3日L掴 ミ放射方向あ るいは接線方向に複合 した

ものとがある｡樹脂で満たされることがある｡尊穿孔｡放射組織との問の壁孔は大きい｡柔紳 泡は周囲,接

線および′胴犬に分布する｡放射組織は匿立紳泡のみからなる単利のものと横長の平伏紳 泡からなるきわめて

帖の広いものとがあ り,後者が主である｡柔紬 泡や放射組織 に は 結晶がある｡

用途 :構築物,事柄, 家 具,バネノL, フ ロー リング,キャビネット｡

6.CalophyllzLmbracteatumTt…' GUTTrFF,RA]二

waltlKina,Walkina(S)

ス りランカの多雨低地域特有の常緑 高木｡辺材は淡桃白,心材は桃褐-紅褐色で,柔組織の紫褐色の条が

とくに板日面に性様として現われる｡

木理通桓ないし交錯,肌目はやや机ないし和｡光沢はない｡カロフィラムの中でもっとも軽い｡比重0･53

,0.58へ0.7(i,0.:-'8-0193で,強 く弾性がある｡中庸の硬さで,錐断 ･加工容易,仕上良好,ときに毛羽立

つことがある｡乾燥容易｡耐久性は高 くない｡

道管はほとんど孤立でまれに 2個複合する｡数個ないし数iO個の道管が放射向方ない しやや斜めに連続 し

て配列する傾向が弥い｡最大直径 230FHn と犬きいが,50lLrn ほどの小径の ものもある｡分布数は平tを)

4ノ/m1-1㌔ 申穿孔｡チロースがある｡放射組織との間の壁孔は大きく縦長｡柔細胞は周囲と連合翼状から帯状

になるものとある｡後者には内容物を含む｡放射組織は単列異件で,まれに部分的に 2列になる｡きわめて

微細で木口面では肉眼で判別できないが,柾目面ではまっす ぐな線として見える｡結晶はない｡

用途 :建築,小型船舶,板張,家共,キャビネット,銃床,楽器, ゴノLフクラブ- ソト｡
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7.CampnospermazeglanlcaTHW

ⅠⅤ

ANACARDIACEAE

Aridda,Aridda(S)

スリランカ特産で 500m 以下の多雨低地に,ときに群生する｡心 ･辺材の差異はなく,桃白,やや桃色

を帯びた灰裾,よごれた灰黄色などを=F=f-=する｡板目面に放射組織による斑点が現われる.,

木理わずかに交錯,肌目はやや精ないし租で均一｡比重 0.32-0.56,0.50,0.57｡軽軟で加j二･乾燥容

易｡交錯木理のときはロータリーカットが困難｡

道管径は 100/gm と小さく,分布数は 22/mm2と多い｡孤立のものと2(～4)個複合するものとある｡

放射組織との問の壁孔は横長で,とくに直立細胞と接するところでは階段状に配列している｡道管壁では交

互配列｡単穿孔と階段穿孔とがある｡チロースはあるが発達は少ない｡柔細胞はほとんど認められない｡放

射組織は異性で1-2列｡水平細胞間道を含むものは多列になる｡いずれも内容物を含む｡結晶はない｡道

管周辺の木繊維に隔壁が認められる｡

用途 :耐久性や強度の要求されない用途に供せられる｡包装,指物,マッチ,丸木舟｡

8.ChukrasiavelzEtlnaW.良A. MELIACEAE

Syn.ChlckrassiavelutlnaRoEMER,ChukraslatabulariaA.JUss.,Chickrassiatabularls

A.Juss.

Hulanhik,Hulanhik(S),拡al-otin1)

スリランカのほかイ/ド,ビルマ,マレーシア,アンダマンなどに分布｡高木,樹高 20-25m,直径 60

-qOcm になる｡樹皮は赤褐色で厚さ 10-12mm,深い裂目がある｡ 辺材は淡黄～赤色,心材ははじめ黄

紅のちに赤褐～灰赤褐色｡美しいサテン光沢｡年輪が認められる｡

木理は不規則に交錯,肌目やや精｡比重0.72,0.72-0.82,0.76-0.87,0.78,0.80-0.82,0.84｡弾力

性があり,強く硬い｡鋸断 ･機械加工容易｡飽削のとき小片になる傾向がある｡乾燥は容易であるが時間が

かかる｡反りやすく裂けやすい｡仕上良好｡板目面で年輪が濃い波状線に現われ,優秀な材面となる｡虫害

に強い｡露地では耐久性はない｡芳香がある｡

道管径は 150〃m,分布数は 10/mm2 と少ない｡ 孤立のものと 2-4個が放射方向に複合するものとあ

る｡壁は厚い.放射組織との問の壁孔はきわめて小さく数は多い｡単穿孔｡チロース,内容物を含む｡柔細

胞は周囲のほか接線,散在,ターミナルに分布｡放射組織は異性で(1)2-3細胞幅と狭く,層階状に配列す

る｡結晶を含む｡

用途 :高級家且 パネル,装飾合板,ピアノ,テーブル,彫刻,茶箱｡

9.CryptocaryamembranaceaTEiW. 1.AURACEAE

Tawenna,GuluMora(S)

スリランカの 700-1､000m 以下,多雨低地｡常緑樹｡心材は灰黄色,黄色を帯びた淡紅色,線色を帯び

た黄褐～濃褐色｡

木理交錯｡比重0.57-0.78,0･7Ji,0.87,0･89｡ 硬さ中庸で細片に割れやすい｡露地では中程度の耐久

性｡

道管の直径は 1!-0〃m,分布数は 11毎Im2,孤立のものもあるが,2-6個が放射方向に複合する｡ 単穿

孔｡チロースがある｡放射組織との間の壁孔は大きく,横や縦に長くなる｡柔細胞は散在するものと接線状

に配列するものとがある｡内容物を含む｡放射組織は異性で1-2列｡単列部はすべて方形細胞で,この部

分の背が高い｡ 2列になる部分は平伏細胞で,単列部に挟まっている｡ いずれも内容物がある｡ 結晶はな

い｡按線状柔組織と放射組織とが網目を形成する｡木繊維には厚壁のものと薄壁のものとがあり,偽年輪状

に分布する｡

用途 :構造材,茶箱｡
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10.Dlospyrosebenum KoENI(; EBENACEAE

Kaluwara′Kaluwara(i),Karunkaii(rll),Ebony,:El

本黒檀といわれる高級材｡スリランカ北部の乾燥地｡インドではあまり一般的な樹木ではない｡高木｡25

年で直径 45cm,75年で 8Ocm,135年で 135cm,200年で 130cm になる｡ 樹皮は濃灰へ暗灰色で軸方向

に細かい亀裂が入る｡辺材は舵-黄裾でしばしば黒 い条が入る｡心材は莫黒,ときに褐色の縞がある.
木理は通直,不規則な波状あるいは交錯｡jHLFlはきわめて精ないし精で均一｡生長輪はあるが心材ではは

-つきりしない｡附帯種で見られるリッフルマークも熱帯種ではほ-'きりしない｡これは道管中に黒色物質が

充満 Lているためである｡比重0.83-1.00,0.92,0.92,1.02-1.18, 1･13-1118,1116, 1119,1･19-

】.34,1.21｡きわめて硬 く密｡鋸断 ･機械加工は困難であるが,研削面は金属光沢がある｡内容物の最で強

度も異な り∴ 黒いほど必 く,乾燥困難,耐久性は大きくなる｡

道管は桓径 100[∠m と小さく肉眼では見えない｡年輪の中央部で最大になる傾向があるが, あまり差異

はない｡分布数は 13/mm20孤立のものと2-3個が放射方向に複合 したものとある｡単穿孔｡黒色の内容
物を多く含む｡チロースもあるが内容物が詰まっていて注意 しないと見分けにくい｡放射組織との問の壁孔

は小さい｡道管孔の壁孔も小さく,多く,交互配列をする｡柔細胞は周囲,散在,按線状に配列する｡接線

状柔組織は放射組織と網目を形成する｡放射組織は異性であるが差は少ない｡ i (- 2)細胞幅で多少とも

層階状に配列する｡結晶を含む｡

用途 :唐木細二L,象眼,高級指物,彫刻, ロクロ細工 家具, ブラシ帯板, キャビネット. ビフノ,楽

器,その他装飾用愛玩物｡

ll.DipterocarpuszeglanicusTI… 7. DIPTEROCARPACEAIT,

Hora.Hora(S)

スリランが杵産｡1,OnOm 以下の多雨低地｡通蔭な大高木で枝は櫓の部分のみにある｡樹皮は平滑で小片

に剥げる｡辺材は淡桃白色,心材ははじめ淡紅-褐色, しだいに紅褐～暗褐色になる｡

木理通直ないし交錯,)山川 やや租ないし租で均一-｡比重O.80,0.84-0.92,0.88-1.10｡中庸の硬さでチ

-クより強い｡鋸断容易｡加工面は良好｡自然乾燥容易,炉乾燥するとかな り収縮 し変形する｡未処理材は

露地では耐久性がない｡防腐処理は容易であるので 薬剤を注入 して使用する｡

道管の直径は 270,um と大きいが,50ltm の小径のものもある｡ 分布数は 4/mm2 と少ない｡ まれに2

個複合するが,ほとんど孤立であるO胆穿孔.チロースはあるがあまり発達しない｡白色の物質を含む｡放

射組織との問の壁孔は小円状｡柔細胞は周囲,散在状とあるが,垂直樹脂道の周辺では連合翼状となる｡垂

檀樹脂道は2-3個が接線方向に連続 して配列し,樹脂を産する｡放射組織は異性で 1-6細胞幅,シリカ

の 結 晶 を含む｡

用 途 :枕木,電柱,構築物,足場,柄,波上場｡

12.FiliciumdeciplensTH､′V.

pihimbiya,Pihimbiya(S),ChitLiraive-pu(T)

SAPINDACEAE

スリランカの中間帯林からやや低いところに分布｡優良木でしばしば植栽される｡常緑中高木｡辺材は淡

炊白色,心材ははじめ淡紅のちに赤褐～淡紅褐色,濃色の条がある｡

木理通恒｡均一なやや制服 ｡年輪ははっきりしない｡比重o･94,0･99-1･1,1,1･01,1102,1･090きわ

めて硬 く,きわめて重く,きわめて強い｡錐断 ･加工容易｡乾燥困難で注意 しないと割れる｡露地でも耐久

性がある｡

道管径は 100lEm と小さく,分布数は 20/mm2 と多い.孤立のものと2-3個が放射方向に複合するも

のとがほぼ均一に分散配列する｡放射組織との間の壁孔は小さい｡単穿孔.赤色ゴム質の内容物を含む｡柔
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細胞は周囲状と散在状に分布する｡結晶を含む｡放射組織は同性で1-2細胞幅,不規則に多く分布するが

肉眼では見えない｡

用途 :構築物,柱,梁,家具,工具の柄,荷馬車,搾油機｡

13.GrewiatlliaefoliaVAHL. TILIACEAE

Daminiya,Daminiya(S)
スリランカの乾燥地で低地から中間帯に分布｡中～高木｡植栽されることもある｡樹皮は厚さ 8mm,幼

齢で灰色,老齢で暗褐色｡辺材は白～淡黄白色,時間がたつと褐色｡心材は赤褐～褐色で濃い条がある｡心

材量はあまり多くない｡

木理は通直,波状または交錯｡肌目やや精ないし精｡優美な絹糸杢がある｡年輪がある｡比重0･67-

0.93,0.71-0.97,0.72,0.74,0.76,0.767,0.84｡密度が高く,硬く,弾性がある｡鋸断 ･加工容易,

研削仕上良好O乾燥容易,ときに割れる｡臭気があるが味はない｡露地でも耐久性はある.

道管は直径 180〃m,分布数は 10/mm2,単独のものと2-4個が複合したものとある｡ 年輪の早材部で

径が大きく,次第に小さくなる傾向がある｡ 単穿孔｡チロースがある｡ 放射組織との間の壁孔は小さい円

形｡柔細胞は周囲,接線,ターミナル,散在と分布する｡ターミナルは1-2細胞幅｡放射組織は異性で1

-7列,道管や木繊維とともに層階状配列をするが,リップルマークははっきりしない｡内容物を含むが結

晶はない｡

用途 :強靭さを要求される用途に供される｡車軸,帆柱,オール,ゴルフクラブ,器具柄,シャトル,ボ

ビン,電柱,枠パネル｡

14.HolopteleaintegylfoliaPLAN(コH. ULMACEAE

Goda-Kirilla,Godakirilla(S),Ayil(T)

スリランカの北部乾燥地から中央帯｡インド東部｡落葉高木｡ふつうに見られるが重要な種ではない｡枝

が多く,ねじれている｡樹皮は Smm,灰白色,不規則に剥げる｡生長は速い｡心 ･辺材の差は明らかでな

く,淡黄白～黄褐色で,時間とともに濃色になる｡不明瞭ながら年輪がある｡

木理は通直ないしやや交錯,肌目やや粗できわめて均一｡新らしいとき光沢がある｡新鮮なときは不快臭

があるが,乾燥すると消える｡味はない｡比重0.54-0.74,0.57-0.77,0.63,0.65,0.67,0.74｡やや軽

く,硬さは中庸｡鋸断は困難でない｡機械加工容易｡研削性良｡乾燥良好だが少々割れや変色がある｡デン

プンを含むので露地で耐久性はなく,変色菌に侵されやすい｡乾燥するまえに虫害を受ける｡

道管の径は 130/∠m で,木口面では肉眼で見にくい｡年輪の中央で最大径になる｡分布数は 11ノ′mm2,孤

立のものと2-4(5)個が複合したものとがある｡放射組織との問の壁孔は小さい円形｡道管壁にも壁孔が多

い｡白色内容物 (炭酸石灰)を含む｡単穿孔,チロースは発達しない｡柔細胞は周囲状,翼状から連合翼状

に分布する｡年輪の外周部でこの傾向が強く,最後にターミナルになる｡放射組織は異性で1-4列｡翼状

柔組織と接するところで細胞幅が拡がる｡道管,木繊維とともに層階状に配列し, リップルマークを現わ

す｡結晶や内容物はない｡

用途 :建築,車輪,合板,パネル, ドア枠,彫刻,安価な家具,セイリングボード,荷馬車,柿,燃料｡

15.KurrimiazeulanicaARN. CELASTRACEAE

PelaJPelem(ら)

スリランカの多雨低地,1,700m 以下に分布｡高木｡樹皮は平滑,濃灰色で厚い｡材は淡黄,青白黄褐色

ではっきりした心材はない｡光沢がある｡

木理通直｡やや粗な肌目で均一｡比重o･76｡硬さ中庸｡鋸断 ･加工容易｡乾燥良好｡露地以外では耐久性

がある｡

- 117-



二木材研究 ･沓料 第22号 (1986)

道管の直径は 17J,,Lm,分布数 13/mm2,孤立のものと2-4個が放射方向に複合した もの とが均一 に

分布｡放射組織との問の壁孔は不定形｡階段穿孔oチロースがある｡柔細胞は接線,散在状に分布 ｡接線状

柔組織は 1-2細胞幅で,放射組織と網目を形成する｡放射組織は異性で,多列部も単利部もきわめて高
く,3mm になるものがある｡ しか し肉眼でははっきりしない｡ 1-4細胞幅｡

用途 :建築,パネル,包装,茶箱,家具の背板,彫刻｡

16.LanneαgrandI'sENGL. ANACARDIACF,ArIl

Syn.L.wodierA.RICH.,OdinawodierRoxB.,0.gZLmmiferaBL.

Hik,Hik (S),Odi(T)

スリランカの乾燥地,[回鞘 拝落葉樹林に生育｡多雨地にはない｡落葉性の中高～高木｡通商で 12-ノ15mc
樹皮は厚さ 12mm で灰色,平滑でかたく結合している｡小さい不規則な片とな-)て剥落する｡きわめて一

般的に植林される｡辺材が広 く,新らしい面では淡黄白色,のちに淡褐白色,ときに紫色を帯びる｡心材は

淡桃紅-淡紅色,のち濃紅から紅褐色｡光沢がある｡王国納まわか りにくい.

木理通商かせまい交錯｡肌目中庸で均一｡比重0.55,0.60,0.7(,,0.81,0.82-i.09｡重さ,硬さ中庸で

密な材｡味や香 りはない｡鋸断 ･加工容易｡研削良好｡乾燥困難,辺材は乾燥が速いが変色や割れが生 じ,

心材は長期を要する｡心材は露地でも耐久性がある｡水に接 しても強い｡伐採直後に辺材と分けることが必

要｡辺材は未乾燥状態で虫害にかか りやすい｡

道管の宙径は 100L,Jm で小さく,分布数は 30/mm2 と多く均一に分布する｡孤立または2-5個が放射

方向に複合する｡放射組織との問の壁孔は小さい｡単穿孔｡桃褐色の内容物を含む｡柔紬泡はタ一三ナ/L,

散在などあるが数はとくに少ない｡放射組織は同性に近い異性で 桃褐色の内容物を多量に含む｡ lへ2細

胞幅｡柔細胞や放射組織細胞には結晶が多く含まれる｡

らタンニン｡街路樹｡

17.MangiferazeylalficaHK.F. ANACARDIACfTJAL

Etamba,Etamba(S),KadduMa(T)

スリランカ各地,イン′ド各地に分布｡大高木｡樹皮は机で灰褐色｡柳 ま勘ヨ～恢褐色で淡黄色がまじ-I,た

り,淡桃褐色｡心抑 ま少ないかあるいはない｡はじめは光沢がある｡

木理は通再ないし浅く交錯,肌目はやや粗ないし粗で均一-一･｡比重o･42･0･51'･～0･7L,0･58,()･:-)9-0.670

鍾断 ･加工容易であるが,機械加工とくに細別で刃を速 く鈍らせる｡仕_鳥的｢｡表面件中庸｡ ベニヤ製作

良｡珪肺デ性良｡乾燥容易だが変色する｡腐朽しやすく露地では耐久性がない｡防腐剤注入容易｡
道管は最大径 270/-Lm と大きく, 分布数は 3/mm2 と少ない｡ 孤立のものが多く, 2-4個が複合 す る

こともある｡ 単穿孔｡ チロースはほとん どない｡放射組織との問の壁孔は大きく桃に長い｡柔細胞は周囲

状,多少翼状になるもの,メ-ミナルに分布する｡放射組織は異性で単列,直立紬泡に結晶がある｡

用途 :建築,家丑 合板,キャビネット,船 中鼠 =-,-ヒ一博,禁鉛樽,包製｡

18.MeuacomposltaWILLD. MEIJIACrllJAITJ

syn.M･dzLblaHIERN･,M･robustaRoxn

Lunumidella,Lunumidella(S),Malai-ve-pu(T)

スリランカの低地から中間帯の多雨地域に分布C落葉高木,樹高 16m,桓二径 0･5-Im｡生長は速い｡棉

扱されている｡セイロンノマホガニーといわれるが,マホガニーとは別の種類｡樹皮は平滑で濃褐色｡辺柳 ま

灰白～医色で黄色い縞がある｡心材はは じめ淡桃から淡紅色,のちに紅褐色になる｡光沢がある｡ 味,香は

ない｡銀杢が柾目面に現われる｡
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木理通直,肌目租で不均一｡比重0.33,0.33,0.34,0.34,0.38,0.42,0.43,0.65｡軽く柔らかで弾性

がある｡鋸断 ･加工容易だが,柔らかすぎて平滑な面を得るのが困難｡乾燥容易｡放置すると木口割れ｡耐

久性がなく変色しやすい｡伐採直後に処置が必要｡シロアリに強い｡

道管の直径は 240fEm,分布数は 3/mm2 と少ない｡孤立のものと2-6個が複合したものとある｡ 複合

は放射方向にするものと集団になるものとある｡単穿孔｡赤褐色のゴム状内容物を含む｡放射組織との間の

壁孔は小さく円形｡柔細胞は周剛犬に分布するが少ない｡放射組織は異性で(1)2-4細胞幅｡結晶はない｡

用途 :建築,家具,パネル,包装,茶箱,タバコの箱,セイリングボード,ボートのクラッチ受け,地域

的な楽器｡

1g.MesuaferreaL. GUTTIFERAF,

Syn.M.pedunczLlataWIGHT,M.speclosaCHoISY

Na,Na(S),Naka(T)

スリランカ多雨地,部分的には乾燥地,インド西部,ビルマ,マレイシア ｡仏教徒により植栽される美し

い樹木｡常緑の中高～高木で,樹高 6m,25m,直径 30-60cm,70cm｡樹皮は厚さ 6-10mm,灰褐～

赤褐色で薄片に剥げる｡辺 ･心材の差は明らかで,辺材は淡白～淡黄褐～桃褐色,心材は赤褐～濃赤褐色で

しばしば紫色を帯びる｡多少とも光沢がある｡芳香がある｡年輪はない｡

木理は通商ないし交錯,肌目はやや精ないし精で均一｡比重0.94-1.19,0.99-1.22,1.00-1.10,1.01

-日 9,1.03,1.18,1･24-1.28,1.29-1.33｡非常に蚕硬で,スリランカで最強,最硬の一つ｡弾力があ

る｡新鮮な材は機械加工がかなり良好であるが,乾燥すると鋸断困難,加工容易でない｡乾燥は遅く,割れ

ることがある｡研削性は良い｡材が硬すぎて伐出,造材にコストを要し,利用されることは少ない｡露地で

も耐久性はきわめて高い｡虫害にも強いO

道管は大きく直径 220FLm.分布数は 3/mm2 と少ない｡ほとんど孤立で,放射方向に配列する傾向があ

る｡単穿孔｡まれにチロースがある｡放射組織との問の壁孔は縦に長い｡柔細胞は帯状になり,交わったり

分岐したりしながら,波状,同心円状に接線方向に配列する｡木口面では肉眼で見える｡道管とは関係がな

い｡赤色のゴム状内容物を含み,一部には結晶もある｡放射組織は異性で単列,きわめて微細で数は多い｡

結晶はない｡

用途 :強度と耐久性の必要な用途によい｡装飾的な材ではない｡建築の土台,重構造,枕木,柱,梁,銃

床,道其の柄,キール,帆柱,楽器,キャビネット｡

20.ManilkarahexaTLdraDUI3ARD SAPOTACEAE

Syn.MlmusopshexandraRox13.,M.lndicaA.DC.

Palu,Palm(S)

スリランカの北半部や東海岸の乾燥地に一般に見られる｡ところどころで植栽｡常緑の低～高木｡樹皮は

平滑で灰色｡辺材は淡紅～褐白色,心材は赤褐～濃赤褐色で老木では紫がかったチョコレート色になる｡

木理は通直～交錯,肌日精で均一｡比重 o･96-1･15,1･03,1.O9,1.12,1.14,1.14-1.34,1.18,

1･180 とくに重く,硬く,靭性がある｡鋸断 ･加二l二困難,乾燥したときはとくに困難｡研削性良好で平滑面

が得られる｡乾燥困難,割れることがある｡地面に接して用いても,また海水に対しても,きわめて耐久性

がある｡

道管は直径 90〃m と小さく,分布数は 25/mm2 と多い｡孤立の ものと2-6個が放射方向に複合した

ものとある｡単穿孔｡赤褐色の内容物を多く含む｡放射組織との間の壁孔は小さい｡柔細胞は接線状,散在

状に分布し,結晶を含む｡放射組織は異性で1- 3細胞幅と微細であるが分布数は多く,木｡面では波状に

なる｡内容物を含むが結晶はない｡

- 119-



木材研究 ･資料 第22号 (1986)

用途 :重さ,硬さ,靭性,耐久性の要求される用途に供される｡垂構造,建築,柱,枕木,搾油器の柄｡

色彩が良いので家共,ロクロ細工｡燃料｡樹皮は薬用｡

21.NepheuumlonganaCAME SAPINDACEAE

Syn.EuphorialonganaLAM.

Mora,Mor且(S),Nurai(Tl)

スリランカの北西部から北乱 中部に一般に見られる｡インド,中国南部,フィリピン｡ビルマにも少し

あるoR本で竜眼｡常緑高木,樹高 10-15m｡樹皮は平滑で択黄色｡木目ま淡紅褐～紅褐色｡年輪があるが

はっきりしない｡

木理交錯,肌目やや精で均一｡比重0.70-0.99,0.72-0.80,0.74,0.86-1･09,0.87,1･07,0･98,

0.98.-1.01,】.01｡やや硬いが加工は困難でない｡研削良好｡露地ではあまり耐久性はない｡

道管は直径 90〃m と小さく,分布数は 33/mm2 と多く,均一に分散している｡ 孤立のものと2-6個

が放射方向に複合したものとある｡単穿孔｡内容物を含む｡チロースはあまり発達しない｡放射組織との間

の壁孔は小さく円形｡柔細胞は年輪状と散在状とに分布｡放射組織は微細でほとんど同性単列,ごくまれに

2列になる｡内容物を含み,結晶もある｡木繊維にも内容物や結晶がある｡

用途 :-一一･般建築用材,構造物,家具｡

22.Palaquium grandeENGL. SAPOTACEAE

Syn.Dichopstsg7･andlsBENTH･

Kirihe…hiliya,Kiripedda(S)

スリランカ多雨地域,低地から 1,000-1,700m｡高木｡樹皮は厚く褐色｡材は淡桃褐～濃赤褐色で通直o

木理は通直,多少波状または浅く交錯｡肌目はやや精で均一｡比重o･58,0･71｡中庸の硬さで鋸断 ･加工
容易｡研削良好で轡 片面を得る｡乾燥性良｡露地では中庸の耐久性｡

道管は直径 200〃m と大きく,分布数は 3/mm2 と少ない｡孤立と2-5個が複合した ものとが多少と

も放射方向に配列する｡単穿孔｡チp-スほない｡放射組織との間の壁孔は縦や横に長いもの,小円形のも

のなどいろいろある｡柔細胞は周囲,接線,散在状に分布,内容物を含み,結晶もある｡放射組織は異性で

1-2列,匿立部がきわめて高く,分布は密である｡内容物を含む｡

用途 ‥高級家具,装飾用合板,パネル,ノミンガロ-建築,コーヒー貯蔵所｡

23.PericopsISmOOnianaTHw. LEGUMINOSAE

NedunJ.Nedun(Sl

マングローブ林背後の海洋に近い多雨低地,300mまでの林地,川の堤｡ 中高～高木｡家具として使いつ

くしたので大木はない｡樹皮平滑,青白桃褐色で薄い平滑な片に剥げる｡材は暖かい桃褐～褐色で方向不定

の縞が混在し,優良な探味がある｡カリマンタンから輸入されたものはユーラシアンチークの名で広く用い

られている｡ 濃色の縞がチークより明瞭で,チーク特有のしっとりした油状感触を欠く｡

木理はやや交錯～交錯,肌目はやや精～精｡比重o･69-0･90,0･72,0･88,0･94,1･06-1･18｡硬い｡鋸

断容易｡研削すると平滑になる｡乾燥良好｡露地でも耐久性は大きい｡

道管は直径 190FLm,分布数は 6/mm2｡孤立のものと2-3個複合したものとがはば均等に分散してい

る｡単穿孔｡チロースはない｡放射組織との問の壁孔は小さい楕円形｡柔細胞は翼状～連合翼状とターミナ

ル状に分布する｡翼状の縁辺部には結晶細胞があり,5-20個の結晶を鎖状に含む｡放射組織ははば同性で

(1)2-4列,層階状に配列し,リップルマークを現わす｡

用途 ‥材面の美しさを利用して高級家具,キャビネット,馬車｡
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24.PterospermumcanescensR()xB. STERCULIACEAE

Syn.P.szLbeTlfouu仇 LAM.

Velang,Welang(S),Vinanku.(T)

スリランカ北部の中 ･低地の乾燥地,インド東部｡中木｡辺材は淡色,心材は淡桃紅で時間がたつと濃桃

褐色,紫色を帯びた同心円が不連続に存在することがある｡

木理通直～浅く交錯,肌目はやや精～やや粗で均一｡柾目面でときにリップルマークが見られる｡光沢が

ある｡比重0.58-0,64,0.60-0.65,0.65,0.67,0.68,0.80｡軽軟ないしやや重硬で,硬さ中庸｡鋸断 ･
加工容易,研削良好で仕上りは良い｡乾燥良好だが,辺材では乾燥中に穿孔虫に侵される｡心材は露地でも

やや耐久性がある｡

道管は直径 160/Jm,分布数 10/mm2° 孤立のものと2個複合するものが多いが,大小の道管が5個以上

放射方向に複合することがある｡単穿孔｡ときに内容物を含む｡放射組織との間の壁孔は小さい｡道管の壁

孔も小さく交互配列をする｡柔細胞は周囲状や接線状に,まれに散在状に分布する｡内容物を含む｡放射組

織は異性で1-2 (3,4)列,かなり密に分布する｡単列の直立細胞が多列部あるいは単列の平伏細胞の

間に入る型を示し,ときにはタイル細胞のようにも配列する｡道管,柔細胞,木繊維とともに層階状配列を

する｡内容物を多く含むが,直立細胞には含まずモザイク模様を現わす｡結晶は柔細胞や放射組織にごくま

れに存在する｡

用途 :内部構造材,馬車の柱,銃床,板,家具,キャビネット,器具,農具｡燃料として用いられること

も多い｡公園 ･庭園 ･街路樹として優良｡

25.Shoreastipulart'sTHW. DIPTEROCARPACEAE

HulanlldaorNarnada,Hulanidda(S)

多雨地の 1,000m 以下に分布｡ この樹種に関してはあまり文献に記載されていないので,以下には観察

結果を主にして述べる｡材は青味がかった淡桃褐～淡黄褐色｡やや光沢がある〔

木理やや交錯,肌目やや粗で均一｡比重は0.5内外でやや重くやや硬い｡鋸断容易,研削良性｡辺材は穿

孔虫に侵される｡防腐剤の注入は比較的容易｡

道管は直径 260/Jm と大きく,分布数は 3/mm2 と少ない｡ほとんどが孤立で, ごくまれに2個複合す

る｡単穿孔｡チロースは発達しない｡放射組織との問の壁孔は小さい円形や中形の不定形のものがある｡柔

細胞は周囲状で多少翼状に分布する｡放射組織は異性で1-4細胞幅,内容物やシリカの結晶を含む｡した

〟ミって whitemerantjgroupと考えられるが,同心円状の樹脂道は見られなかった｡

用途 :合板,茶箱,建築｡

26.SchlelcheraoleosaMERR.

Kon,IRon(S),Kula(T)

SAPINDACEAE

スリランカの乾燥地,インド,ビルマ.マレー半島,ジャバ島｡落葉高木｡辺材は白～淡褐白色,心材は

淡紅褐色｡

不規則な交錯木理,肌目中庸で均一｡比重0.92-1.10,0.96,1.01,1.14,1.16｡スリランカで最張,義

靭性のある材の一つ｡硬い｡生材時でも鋸断困難,乾燥するとより困難になる｡ 研削すると良好な面を得

る｡乾燥困難な材で表面割れを生じる｡露地では耐久性は少ない｡防腐処理は容易｡

道管は直径 120〃m,分布数ほ う/mm2,単独のものもあるが,2-6個が放射方向や接線方向に複合する

ものもある｡単穿孔｡内容物を含む｡放射組織との間の壁孔は小さい｡柔細胞は周囲状,ターミナル帆 散

在状に分布する｡内容物を含む｡結晶細胞があり,5-20個の結晶が軸方向に鎖状に連続して見られる｡放

射組織は同性で1-2列,微細であるが分布数は多い｡内容物を多く含み,まれには結晶もある｡
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用途 :強度,靭性の要求される用途に供される｡農共,荷馬軌 搾油機, ローラー｡木炭,燃料として0)

用途 は ‖立｡

27.TerminallaarjunaBEDD. COMBRETACEAE

Syn.T.glabraW.elA.

Ku-buk,Kumbuk (S),Marutu(T)

スリランカ低地,堤に沿った乾燥地,その他の多雨地｡落葉高木｡樹皮の厚さ 8mm,桃灰色,老木では

薄井で 剥げる｡坂根になる｡辺材は桃白色,心材は燈赤褐色の条が不規則に入る｡光沢がある｡年輪はある

がはっきりしない｡

LOフ,0･99｡ きわめて硬 く,鉦断 ･加工は容易でない｡注意すれば仕上良好｡研削性良｡乾燥はやや困難

で,割れた り反ることがある｡辺材はきわめて腐朽Lやすいが,心材は露地でも耐久性がある｡

道管は最大径 26∩〃m と大きいが,年輪の後半では次第にその径を減 じる｡ 平均分布数は 5/mm2 と少

ない｡ほとんど孤立でまれに2-3個複合する｡単穿孔｡チロースは少ない｡赤褐色のゴム状物質を含むこ

とがある｡放射組織との問の壁孔は小さい｡柔細胞は放射組織を構切って伸びるほどの翼状のものと,年輪

卯ではそれがターミナルになったもの,および散在状に分布する｡内容物を含む｡大きい結晶を含むことが

ある｡放射組織はほとんど同性で単列,まれに2列になる｡分布数は多い｡赤褐色の内容物を含む｡

用途 :高い耐久性や強度の要求されない用途に供されることが多い｡構造材,建築,橋板,農具 荷 情

動 舟,オール｡材面の美しさから家丑 キャビネット,スライス ドべニ了 ｡術路樹0

28.YatlcaobSCuraTRIM. DIPTEROCARPACF.AE

Dummela,DummalaDun(S),Tumpalai(T)

スリランカノ新郎の低地,川堤に大きな某団で分布｡心材は新鮮なときは黄褐色で,時間の経過とともに濃

赤褐色になる｡光沢がある｡

困難でないO 平滑面が得られる｡乾燥容易｡露地では耐久性がない｡

道管は闘f.20〕!,Em と大きく,分布数は 8/mm2 とやや少ない｡孤立の ものと2-4個が複合した もの

とある｡ 単穿孔｡チロースがある｡放射組織との杵1-1の壁孔は小～中円形｡三組i胞 は周闘 犬から翼状,ター ミ

ナル状,散在状に分布,結晶を含む｡放射組織は異性で 1-3細胞幅,慮立細胞に結晶を含むものがある｡

垂再樹脂道が年輪状に分布する｡素勅では白色物頁が充満していて肉眼ではっきり見られる｡樹脂道の周辺

では帯状柔組織が見られる｡

用途 :童構造,建築,電柱,玩,シャトル, ボ ビンノ｡粘性のある樹脂をダマール｡

29.Yitexp一nnatalJ. VERlうENACEA】二

Milla,Milla(S),Kattamanakku(T)

通俗名 Milla(インド) に対し学名 7′･al/is∫imaLinr】.f.とする文献もある6)｡同義語であるかどうか

判らないが,いろいろの記載は似ているので,以下にはまとめて述べる｡スリランカ低地の多雨～中～乾燥

地,インド南西部,てレ--半島,フィリピン｡高木｡樹皮は輩択色で 8mm,繊維質｡材は黄褐色を帯びた

炊色で,‖邪りとともに濃色になる｡多少光沢がある｡年輪があるがはっきりしない｡

木理は通桓～交錯,肌目はやや精で均一｡比重 o･78-0･90,0･84-0･89,0･84-0･94,0･92- 1･Ol,

0.93,0.975,0.99-1.01,1.01,1.02,1.06｡硬い材で鋸断やや困難,研削性良好｡乾燥性良,表面割れ

を生 じない｡地面に接 して用いてもきわめて耐久性がある｡シロアリ,海水にも耐性がある｡

道管は直径 170〃m,分布数は 16ノ/mm2,孤立の ものと2個複合 したものが多いが, ときに4-5個が放
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射方向に複合する｡単穿孔｡チロースが発達している｡放射組織との間の壁孔は小さい円形｡道管壁では交

互配列｡柔細胞はあまり目立たないが,周囲,ターミナル,散在状に分布する｡放射組織は異性で1-3細

胞幅,多列が主体でかなり背が高い｡内容物を含まないが結晶がある｡

用途 :構造物,家屋建築とくに鼠 窓枠,床板,家共,土台,枕木,彫刻,指物,垣根｡

30.WalszEraPiscldlaRoxB. MELIACEAE

Kiri-Eon,Kirikon(S),Chadavakku(T)

スリランカの乾燥地に一般に見られる｡インド｡中木｡樹皮は厚さ 4mm で灰褐色,多少とも長方形の

モザイク模様になる｡辺材は紅褐色,心材は深紅褐色で濃色の条がある｡

木理せまい幅で交錯,)jJL目中庸で均一-｡比重0.99,1.01,1.02,1.06｡硬い材であるが鋸断は困難でな

い｡加工容易｡乾燥容易｡露地での耐久性は不明であるが,露地以外では耐久性がある｡

道管は最大直径 70/′m と小さく,分布数は平均 53/mm2 ときわめて多い｡孤立のものもあるが2-4

(まれに5以上)が放射方向に複合したものが多い｡単穿孔｡内容物を含む｡放射組織との間の壁孔は小さ

い｡柔細胞は周囲状から連合翼状,帯状,按線状に分布,内容物を含む｡結晶細胞があり,軸方向に5-20

個の結晶が鎖状に配列する｡放射組織は異性で1-2列,微細であるが多くの内容物を含み,シリカの結晶

も含む｡木繊維には隔壁がある｡

用途 :家屋建築

31.ChloroxylonswietenlaDC.

Syn.SwletenlachloroxylonRoxB.

RUTACEAE

MELIACEAE

Burutha,Buruta(S),Mutirai(T),Satinwood(E)

科名が2つある｡文献1),2),5)が RUTACEAE,3)が MELIACEAEになっており, さらに他の

文献では FLINDERSIACEAE となっているのがあり,いずれとも決めかねて併記した｡

スリランカの乾燥地,北 ･東部に多い｡インド中 ･南部｡落葉中高木｡インドよりスリランカで大木にな

る｡樹高 9-18m,直径 35-75cm｡樹皮は 8mm と厚く,スポンジ状で柔らかい｡濃灰～黄色｡辺 ･心

材の区別は不明で,辺材は白～クリーム色,心材は黄～金黄,淡燈～濃褐色と中心に近いほど色は濃い｡サ

テン光沢,しばしばせまい明暗の条でリ･iiン杢,銀杢になる｡年輪が認められる｡

木理はせまい交錯,肌日精で均一一｡比重 0.78-1.04,0.82-1,09,0.86-1.02,0.86-1.09,0.91,

1.01,1.01,1.06｡重く,密で,きわめて強く,硬い｡鋸断はとくに乾燥時に困難｡機械加工も困難,注意

しないと裂ける｡乾燥はきわめて遅いが良好,反ることがある｡辺材は変色するが,心材は露地でもきわめ

て耐久性がある｡シロアリ,穿孔虫にも強い｡

道管は直径 90.Um と小さく,分布数は 44/mm2 と多い｡孤立のものもあるが2-6個が放射方向に複

合したものも多く,放射孔状に見えることもある｡接線方向に複合することもある｡年輪のはじめで多小と

も直径が大きい｡単穿孔｡ゴム状の内容物を含むがチロースはない｡放射組織との間の壁孔はきわめて小さ

い｡柔細胞は周囲状,散在状に分布するものは少なく目立たない｡2-3細胞幅でターミナルに分布するも

のは年輪界で黄色の線になり肉眼で見える｡結晶を含む｡放射組織は異性で,2-4列のものが道管節や木

繊維とともに層階状に配列し,リップルマークを現わす｡直立細胞には結晶が多く含まれる｡

用途 ‥装飾性の良いことでヨーロッパ-の輸出が多く,家具,パネルとして賞用｡額縁,彫刻,装飾合

板｡強度と耐久性から建築,札 種木,垂構造,橋梁,枕木,荷馬車,農共,秤,搾油機,ブラシの背板｡
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